
一
は
じ
め
に

一
七
七
一
年
杉
田
玄
白
は
、
解
剖
（
肺
分
け
）
を
行
い
、
オ
ラ
ン

ダ
の
解
剖
害
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ャ
と
対
照
し
て
そ
の
正
確
さ
に

感
嘆
し
た
。
殊
に
膵
臓
が
大
機
里
爾
（
大
キ
リ
ー
ル
）
と
名
前
で
記

載
さ
れ
て
お
り
、
中
国
古
来
の
五
臓
六
脈
説
で
は
存
在
し
な
か
っ

た
臓
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
優
越
性
を
確
認
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
谷
公
器
は
一
八
一
三
年
解
体
発
蒙
を
著

し
、
大
機
里
爾
に
相
当
す
る
も
の
は
中
焦
賄
で
あ
っ
て
、
膵
を
見

落
し
て
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
私
は
人
体
内
景
図

に
冑
の
上
部
に
脂
慢
又
は
脂
膜
と
描
か
れ
た
部
分
が
、
膵
臓
に
相

当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
の
で
、
以
下
そ
れ
に
つ
い

て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

二
中
国
近
世
ま
で
の
解
剖
蔵
府
図

６
中
国
古
代
人
体
内
景
図
に
於
け
る

脂
膿
、
脂
膜
に
つ
い
て

高
島
文

新
の
王
弄
が
、
一
六
年
王
孫
慶
を
解
剖
し
た
が
、
そ
の
図
は
散

供
し
て
い
る
。
八
四
八
年
、
唐
の
女
道
士
、
太
白
山
見
素
女
胡
惜

が
五
蔵
六
府
図
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
は
現
存
す
る
中
国
最
古
の
臓

賄
図
で
あ
る
が
、
道
教
の
立
場
か
ら
、
五
蔵
を
天
の
五
気
と
地
の

五
味
が
結
ば
れ
た
も
の
と
し
て
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
蔵
神
、
玉

女
、
童
子
を
配
す
る
の
で
、
解
剖
学
的
正
確
さ
を
期
し
た
も
の
で

は
な
い
。
一
○
四
五
年
、
欧
希
範
ら
を
宜
州
で
解
剖
し
た
呉
簡
が

図
を
描
か
し
め
た
が
、
か
な
り
正
確
で
あ
る
。
続
い
て
二
一
三

年
、
楊
介
は
、
泗
州
で
賊
が
刑
裁
さ
れ
た
時
、
欧
希
範
五
臓
図
を

補
正
す
る
目
的
で
解
剖
し
、
存
眞
環
中
図
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
事

は
郡
斉
諸
書
後
志
巻
二
や
僧
幻
雲
の
史
記
標
注
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
図
そ
の
も
の
は
明
末
以
後
散
供
し
て
い
る
。
幻
雲
の

史
記
標
注
の
存
真
図
の
説
明
の
中
に
、
「
其
中
黄
漫
者
脂
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
。
黄
色
の
脂
の
よ
う
な
も
の
が
、
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
脂
慢
の
唯
一
の
説
明
と
も
受
け

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
七
四
年
陳
言
の
三
因
極
一
病
証
方
論
に
三
焦
に
脂
膜
有
り

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
二
三
四
年
王
好
古
の
医
家
大
法
の
解
剖

図
に
は
脂
慢
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
宋
代
の
華
佗
内
照
図
に
脂
慢
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の
描
か
れ
た
の
が
あ
る
。
一
三
○
三
年
梶
原
性
全
の
著
し
た
頓
医

抄
巻
四
十
四
に
存
心
環
中
図
か
ら
写
し
た
脂
慢
と
冑
と
脾
の
図
が

で
て
く
る
。
そ
の
後
の
解
剖
図
で
脂
慢
の
書
か
れ
た
も
の
は
、
一

五
七
五
年
の
李
挺
の
医
学
入
門
が
あ
る
。
古
今
図
書
集
成
医
部
全

録
に
は
脂
膜
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
六
二
四
年
、
張
介
賓
の

類
経
図
翼
、
一
六
三
七
年
、
李
士
材
の
医
宗
必
読
、
一
六
六
六
年
、

同
じ
李
士
材
が
序
文
を
書
い
た
本
草
瀝
に
は
脂
膜
と
し
て
で
て
い

る
。
明
の
呉
文
炳
の
『
神
医
秘
訣
遵
経
奥
旨
鍼
灸
大
成
』
に
は
脂

膜
図
が
あ
り
、
岡
本
一
抱
の
鍼
灸
抜
筆
大
成
に
こ
の
図
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
一
六
六
九
年
、
山
本
玄
通
の
鍼
灸
枢
要
、
一
六
八
六

年
岩
田
利
斎
の
鍼
灸
要
法
に
は
脂
膜
、
一
六
九
七
年
林
玄
原
の
十

四
経
指
南
に
は
脂
慢
図
が
あ
る
。
何
れ
も
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。

三
膵
臓
の
認
誠

杉
田
玄
白
が
大
機
里
爾
と
訳
し
た
パ
ン
ク
レ
ァ
ス
（
パ
ン
は
あ

つ
ま
る
ク
レ
ァ
ス
は
肉
）
は
肉
、
腺
、
濾
胞
の
集
ま
っ
た
も
の
と
い

え
る
。
宇
田
川
榛
斎
は
一
八
○
五
年
肉
が
集
ま
っ
た
も
の
と
い
う

意
味
で
膵
の
字
を
造
り
医
範
提
綱
に
発
表
し
た
。
大
槻
玄
沢
は
重

訂
解
体
新
耆
に
肌
と
い
う
字
を
当
て
た
。
英
国
人
ホ
ブ
ソ
ン
（
合

信
）
は
一
八
五
一
年
全
体
新
論
を
書
き
甜
肉
と
命
名
し
た
。
解
剖
の

位
置
か
ら
す
る
と
胃
の
上
部
か
ら
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
す
る
と
パ

ン
ク
レ
ア
ス
が
見
え
る
。
一
八
三
○
年
王
清
任
は
医
林
改
錯
を
書

き
総
提
と
命
名
し
た
。
池
田
冬
蔵
、
小
森
桃
嶋
は
一
八
二
二
年
解

蔵
図
譜
を
著
し
叢
胞
と
命
名
し
た
。
一
九
八
三
年
刊
の
グ
ラ
ン
ト

解
剖
書
に
も
冑
の
上
に
パ
ン
ク
レ
ア
ス
が
現
れ
た
図
が
あ
る
。
従

っ
て
胃
の
上
に
あ
る
脂
腱
と
は
脂
の
よ
う
な
肉
、
腺
、
濾
胞
の
よ

う
な
も
の
が
集
ま
っ
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
む
す
び

存
眞
環
中
図
は
一
二
三
年
、
楊
介
に
よ
り
観
察
記
載
さ
れ
た

が
、
正
確
な
解
剖
図
と
言
え
る
。
こ
れ
以
後
、
一
八
三
○
年
の
王

清
任
の
解
剖
図
ま
で
、
殆
ど
進
歩
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
散
供
し
、
一
三
○
三
年
、
梶
原
性
全
の
頓
医
抄
巻
四
十

四
に
引
用
さ
れ
、
冑
の
上
部
に
脂
慢
と
い
う
臓
器
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
後
李
拠
の
医
学
入
門
、
李
士
材
の
医
宗
必
読
、

呉
文
炳
の
鍼
灸
大
成
、
張
介
賓
の
類
経
図
翼
華
佗
内
照
図
、
林
玄

原
の
十
四
経
指
南
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
医
学
入
門
の
医
部
全
録
、

本
草
榧
、
山
本
玄
通
の
鍼
灸
枢
要
、
岩
田
利
斎
の
鍼
灸
要
法
に
は

脂
膜
と
書
か
れ
て
い
る
。
パ
ン
ク
レ
ア
ス
を
脂
慢
、
脂
膜
と
し
て

認
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
京
都
市
・
高
島
診
療
所
）
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